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政
府
は
団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
を
迎
え
る
２
０
２

５
年
が
迫
り
、
社
会
保
障
費
を

抑
え
込
む
こ
と
に
懸
命
で
あ

る
。
人
口
減
少
が
進
み
佐
渡
市

内
で
も
医
療
需
要
は
減
少
を
続

け
て
い
る
。
佐
渡
総
合
病
院
建

設
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
い
な

い
が
想
定
を
超
え
る
患
者
の
減

少
が
あ
る
。
佐
渡
全
体
の
医
療

供
給
体
制
の
中
で
、
両
津
病
院

の
使
命
を
ど
う
位
置
付
け
る
の

か
。
建
築
費
に
係
る
病
院
事
業

債
の
償
還
額
や
新
規
開
業
後
の

一
般
会
計
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど

う
か
。 

両
津
地
区
の
医
療
拠
点

と
し
て
佐
渡
市
全
体
の
中
で
の

機
能
分
担
を
担
い
、
持
続
可
能

な
体
制
構
築
の
一
翼
と
考
え
て

い
る
。
実
施
設
計
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
令
和
６
年
10
月
の
開

院
を
死
守
す
る
た
め
に
設
計
の

期
間
を
逆
算
し
た
も
の
で
速
や

か
に
基
本
設
計
に
着
手
し
た
い
。

病
院
の
規
模
に
関
わ
る
よ
う
な

大
き
な
状
況
の
変
化
が
発
生
し

た
場
合
は
、
随
時
見
直
し
て
い

き
た
い
。

両
津
病
院
管
理
部
長 

建
築
費
か

ら
国
県
の
補
て
ん
額
を
除
き
、

病
院
事
業
債
の
対
象
と
な
る
の

が
約
42
億
９
０
０
０
万
円
と
見

て
い
る
。
30
年
の
償
還
で
25
％

交
付
税
措
置
が
あ
る
の
で
、
現

計
画
で
は
償
還
の
ピ
ー
ク
令
和

10
年
か
ら
12
年
の
３
年
間
、
市

の
持
ち
出
し
が
約
２
億
円
。
そ

の
他
の
期
間
は
１
億
５
０
０
０

万
円
か
ら
１
億
１
０
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。
ピ
ー
ク
の

期
間
は
病
院
の
現
金
資
産
を
充

当
し
市
の
財
政
負
担
の
平
準
化

を
図
り
た
い
。
開
院
後
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
償
還

金
に
加
え
て
国
が
示
す
繰
り
出

し
基
準
に
よ
り
、
約
１
億
５
０

０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

 

開
院
後
の
収
支
計
画
を

示
し
て
い
た
が
、
今
議
会
提
出

の
平
成
30
年
度
決
算
で
は
早
く

も
予
定
よ
り
赤
字
額
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
計
画
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

両
津
病
院
管
理
部
長 

医
業
収
益

の
外
来
人
数
と
単
価
の
違
い
に

よ
り
約
２
７
０
０
万
円
、
他
会

計
補
助
金
で
も
見
込
み
違
い
が

あ
り
２
９
０
０
万
円
ず
れ
て
い

る
。
も
う
一
度
見
直
す
必
要
が

あ
る
。

9月定例会においては、17人の議員が一般質問を行い市政に
ついて質しました。
質問・答弁の内容は質問者本人が要約したものです。

一 般 質 問
  

金
　
田
　
淳
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❹

　
◆
２
０
４
０
年
に
向
け
て
両
津
病
院
の
立
ち
位
置
は

  

坂
　
下
　
善
　
英
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
三
浦
市
政
の
「
佐
渡
再
生
」
の
成
果
に
つ
い
て

  

伊
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
第
一
次
産
業
の
活
性
化
が
必
要

  

上
　
杉
　
育
　
子
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環  

地
産
地
消
の
拡
大
を

  

室
　
岡
　
啓
　
史
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
佐
渡
市
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
名
乗
り
を

  
宇
　
治
　
沙
耶
花
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
と
医
療
構
想
の
見
直
し
を

  
山
　
田
　
伸
　
之
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
市
民
の
声
を
聞
く
施
策
を

  

佐
々
木
　
ひ
と
み
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
地
方
創
生
を
後
押
し　
新
ス
タ
イ
ル
観
光
と
未
来
は

  

中
　
川
　
直
　
美
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
「
説
明
責
任
」
無
視
は
市
民
の
信
頼
を
失
う

  

佐
　
藤
　
　
　
孝
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
支
所
長
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
に
も
決
裁
権
限
を

  

中
　
村
　
良
　
夫
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
認
知
症
予
防
に
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
を

  

祝
　
　
　
優
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❿

　
◆
知
恵
も
汗
も
出
せ
な
い
も
の
は
去
れ

  

稲
　
辺
　
茂
　
樹
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❿

　
◆
佐
渡
が
大
き
く
変
わ
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

  

後
　
藤
　
勇
　
典
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓫

　
◆
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
島
へ

  

荒
　
井
　
眞
　
理
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓫

　
◆
市
の
緊
急
か
つ
重
要
課
題
に
優
先
順
位
を
つ
け
よ

  

渡
　
辺
　
慎
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓬

　
◆
佐
渡
汽
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
に
つ
い
て

  

近
　
藤
　
和
　
義
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓬

　
◆
出
産
祝
金
２
０
０
万
円
給
付
と
品
質
共
済
周
知
を

一
　
般
　
質
　
問

２
０
４
０
年
に
向
け
て

両
津
病
院
の
立
ち
位
置
は

金
田
　
淳
一
　
議
員

両津病院建設　病院事業債元利償還計画表 
単位：千円（開院予定から10年間の抜粋）

年度 2024 2025 2026 2027 2028
開業予定 令和 10 年

元利償還金 115,289 198,303 199,557 205,302 237,893
交付税措置 26,815 46,972 47,183 48,156 53,694
市単独負担 88,474 151,331 152,374 157,146 184,199

年度 2029 2030 2031 2032 2033
令和 11 年 令和 12 年

元利償還金 298,200 236,809 161,992 160,667 159,346
交付税措置 63,944 46,297 27,538 27,312 27,088
市単独負担 234,256 190,512 134,454 133,355 132,258
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６
月
議
会
に
て
、
佐
渡

市
里
親
漁
家
研
修
支
援
制
度
、

佐
渡
市
新
規
自
営
漁
業
者
定
着

支
援
事
業
を
来
年
度
か
ら
策
定

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

 

里
親
は
、
随
時
募
集
し
、

現
在
19
の
団
体
、
個
人
か
ら
登

録
い
た
だ
い
て
い
る
。
来
年
度

策
定
に
向
け
、
各
漁
協
に
制
度

内
容
を
説
明
し
て
い
る
。

 

Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可
能
量

制
度
）、
Ｉ
Ｑ
（
個
別
割
当
）

の
導
入
で
、
マ
グ
ロ
に
よ
る
イ

カ
漁
の
被
害
が
増
え
、
私
も
水

産
庁
へ
陳
情
に
行
っ
た
が
佐
渡

市
と
し
て
の
対
応
は
。

 

課
題
解
決
に
向
け
近
県

や
水
産
庁
と
連
携
し
て
検
討
し

て
い
く
。

 
海
産
物
由
来
の
ミ
ネ
ラ

ル
肥
料
を
使
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド

米
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

 

佐
渡
市
で
は
、
耕
畜
連

携
、
も
み
殻
の
活
用
、
地
域
資

源
の
堆
肥
化
に
よ
り
地
域
循
環

型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

カ
キ
殻
、
海
藻
、
魚
の
内
臓
を

活
用
し
た
事
例
も
あ
り
、
海
に

囲
ま
れ
た
佐
渡
な
ら
で
は
の
高

付
加
価
値
化
に
取
り
組
み
た
い
。

 

世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ

Ａ
Ｈ
Ｓ
）
へ
の
対
応
が
十
分
で

な
い
と
感
じ
る
が
、
佐
渡
市
の

考
え
を
問
う
。

 

同
時
期
に
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
能
登
地
域
は
、

当
初
か
ら
石
川
県
が
主
体
的
に

関
わ
っ
て
い
る
。
佐
渡
市
単
独

で
の
広
域
的
な
活
動
に
は
限
度

が
あ
り
、
新
潟
県
に
も
積
極
的

な
関
与
を
働
き
か
け
て
い
く
。

 

今
年
度
よ
り
森
林
環
境

譲
与
税
が
交
付
さ
れ
た
が
、
使

い
道
に
つ
い
て
問
う
。
関
係
団

体
と
の
協
議
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

 

ま
ず
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
、

林
地
デ
ー
タ
を
活
用
し
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
、
幹
線
道
路
沿

い
の
竹
林
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
４
森
林
組
合
と
の
協
議
を

進
め
て
、
意
向
調
査
対
象
区
域

の
選
定
や
竹
林
整
備
実
施
区
域

の
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

 

両
津
商
店
街
の
火
災
の

が
れ
き
撤
去
が
終
了
し
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
復
興
・
活
性

化
し
て
い
く
か
。
地
権
者
や
地

元
住
民
、
行
政
と
一
緒
に
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

 

９
月
中
に
地
権
者
、
商

店
街
組
合
、
商
工
会
か
ら
意
向

調
査
し
、
関
係
者
と
考
え
て
い

く
。
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡
や
加
茂

湖
を
活
用
し
玄
関
口
と
し
て
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
す
。

 

市
民
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
両
津
港
の
駐
車
場
不
足
の

問
題
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。

佐
渡
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
問
う
。

 

市
民
の
意
見
も
踏
ま
え
、

県
や
関
係
者
と
話
し
合
い
を
進

め
て
い
く
。

 

観
光
振
興
課
に
お
い
て

観
光
デ
ー
タ
調
査
が
平
成
27
年

か
ら
現
在
ま
で
10
種
類
、
13
業

務
が
発
注
さ
れ
て
い
る
。
観
光

戦
略
を
練
る
上
で
非
常
に
大
事

な
調
査
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
、
副
市
長
は
こ
れ
に
よ
り

対
策
会
議
等
を
行
っ
た
の
か
、

ま
た
、
こ
の
調
査
の
予
算
額
と

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

佐
渡
版
※

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進

の
検
討
材
料
と
し
て
６
つ
の
調

査
を
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
立

ち
上
げ
を
し
た
「
佐
渡
観
光
地

域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
の
検

討
材
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
地
域

の
選
定
や
周
遊
し
や
す
い
環
境

整
備
、
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

の
基
礎
と
す
る
政
策
に
反
映
し

て
い
る
。

観
光
振
興
課
長 

過
去
５
年
間
の

調
査
総
額
は
１
億
５
１
６
２
万

円
。
こ
の
調
査
は
基
礎
的
な
デ

ー
タ
と
し
て
計
画
策
定
に
必
要

な
事
業
。

　

冬
季
誘
客
の
モ
デ
ル
商
品
と

し
て
の
平
成
28
年
か
ら
３
年
間

の
経
済
波
及
効
果
は
２
億
３
７

６
９
万
円
と
算
出
し
て
い
る
。

 

特
定
有
人
国
境
離
島
地

域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
に
よ

る
観
光
振
興
策
と
成
果
に
つ
い

て
問
う
。

 

平
成
29
年
４
月
か
ら
交

付
金
を
活
用
し
た
滞
在
型
観
光

を
推
進
し
て
い
る
。
佐
渡
な
ら

で
は
の
体
験
型
商
品
造
成
を
行

い
、
そ
れ
に
伴
い
新
潟
、
首
都

圏
、
台
湾
発
着
の
ツ
ア
ー
の
造

成
、
ウ
ェ
ブ
販
売
、
予
約
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。

３
年
目
と
な
る
今
年
は
パ
ッ
ケ

ー
ジ
商
品
を
さ
ら
に
エ
リ
ア
を

広
げ
て
展
開
す
る
ほ
か
、
各
種

ウ
ェ
ブ
媒
体
を
活
用
し
た
企
画

乗
船
券
の
広
告
に
よ
る
誘
客
展

開
を
実
施
し
て
い
る
。

 

市
長
が
進
め
る
地
域
商

社
設
立
は
平
成
29
年
の
施
政

方
針
で
「
佐
渡
産
品
の
生
産
、

加
工
か
ら
販
売
ま
で
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
組
織
体
制
の
構

築
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を

始
め
る
」
と
謳
っ
て
あ
る
。
任

期
が
間
も
な
く
終
わ
る
が
、
一

体
い
つ
発
足
す
る
の
か
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
併
せ
て
聞
く
。

 

令
和
２
年
度
に
は
ス
タ
ー

ト
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
き
く
遅
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
お
詫
び
す

る
。こ
れ
ま
で
民
間
企
業
を
ベ
ー

ス
と
し
て
地
域
商
社
の
設
立
の

方
向
を
検
討
し
て
き
た
。効
果

を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
に
新

た
な
組
織
の
立
ち
上
げ
で
な
く
、

既
存
の
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
な

が
ら
新
年
度
早
々
ま
で
に
何
と

か
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
D
M
O
と
は
…
地
域
の
観
光
事
業

を
戦
略
的
に
推
進
す
る
専
門
性
の

高
い
組
織
の
こ
と
。観
光
庁
が
安
定

的
、継
続
的
な
活
動
が
で
き
る
と

判
断
し
た
組
織
を
登
録
す
る
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

伊
藤
　
剛
　
議
員

坂
下
　
善
英
　
議
員

第
一
次
産
業
の
活
性
化
が
必
要

三
浦
市
政
の「
佐
渡
再
生
」の

成
果
に
つ
い
て
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佐
渡
の
農
山
漁
村
の

生
業
を
大
切
に
し
、
集
落
で

か
け
が
え
の
な
い
時
を
過
ご
す

人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
世

界
観
、『
佐
渡
ア
イ
ラ
ン
ド
集

落
ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
』
の
実
現

を
私
は
目
指
し
て
い
る
。
持
続

可
能
な
環
境
の
島
づ
く
り
に
つ

い
て
問
う
。『
前
向
き
の
島
づ

く
り
』
を
念
頭
に
置
き
佐
渡

市
も
※
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
へ
の

名
乗
り
を
挙
げ
る
べ
き
と
考
え

る
。
S
D
G
s
は
、
く
し
く
も

S
a
D
o
G
a
s
h
i
m
a

の
頭
文
字
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

佐
渡
こ
そ
S
D
G
s
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

佐
渡
市
で
は
、
地
方
創

生
の
目
的
で
あ
る
人
口
減
少
と

地
域
経
済
の
縮
小
の
克
服
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
と

好
循
環
の
確
立
に
向
け
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
を
、
次
期
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
に
つ
い
て
は
、
応
募
要
件
や

既
に
選
定
さ
れ
た
自
治
体
の
取

り
組
み
等
も
研
究
し
た
上
で
判

断
し
て
い
き
た
い
。

 

去
る
６
月
に
成
立
し
た

棚
田
地
域
振
興
法
。
佐
渡
棚
田

協
議
会
の
７
つ
の
棚
田
を
離
島

の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
新
潟
県

へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
棚
田
地
域
振

興
法
の
利
活
用
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

８
月
に
棚
田
地
域
の
振

興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
佐
渡
棚
田

協
議
会
を
中
心
に
各
棚
田
地
域

で
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
具
体

的
な
検
討
を
進
め
る
予
定
。

 

地
域
づ
く
り
へ
の
地
域

防
災
マ
ッ
プ
の
利
活
用
に
つ
い

て
問
う
。
今
年
度
、
地
域
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
域
説
明
会

14
回
に
つ
い
て
実
施
が
完
了
し

た
状
況
。
地
域
防
災
力
を
高
め

る
た
め
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に

つ
い
て
学
ぶ
佐
渡
学
の
機
会
と

し
て
、
果
敢
に
課
間
連
携
し
な

が
ら
地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
利
活

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。 

自
主
防
災
の
点
に
お
い

て
、
集
落
な
ど
地
域
で
の
共
助

が
不
可
欠
。
地
域
防
災
マ
ッ
プ

を
活
用
し
、
具
体
的
な
地
域
の

危
険
箇
所
や
避
難
路
の
確
認
な

ど
を
地
域
で
話
し
合
う
こ
と
で

共
助
の
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
る

も
の
と
考
え
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク

と
連
携
し
た
児
童
生
徒
へ
の
防

災
教
育
に
つ
い
て
も
、
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
小
学
校

で
も
出
前
授
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
順
次
学
校
か
ら

の
申
し
出
に
対
応
し
た
い
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
…
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ゴ
ー

ル
ズ
の
略
で
、
世
界
を
変
革
す
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
こ
と
。

２
０
１
５
年
に
国
連
本
部
で
日
本

を
含
む
１
９
３
の
加
盟
国
の
合
意

の
も
と
で
採
択
さ
れ
た
世
界
を

変
革
す
る
た
め
の
17
の
目
標
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ

れ
る
。

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

運
営
方
針
を
問
う
。

教
育
長 

将
来
的
な
人
員
削
減

と
い
う
佐
渡
市
の
大
き
な
課
題

の
中
で
、
安
心
・
安
全
な
給
食

の
提
供
を
維
持
す
る
た
め
、
業

務
の
一
部
を
外
部
委
託
す
る
こ

と
は
必
要
。

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条

例
に
は
「
給
食
セ
ン
タ
ー
は
教

育
委
員
会
が
管
理
し
、
セ
ン

タ
ー
ご
と
に
運
営
委
員
会
を
置

く
」
と
あ
る
。
業
務
の
一
部
を

外
部
委
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て

運
営
委
員
会
の
審
議
・
検
討
内

容
を
問
う
。

学
校
教
育
課
長 

運
営
委
員
会
は

毎
年
定
例
会
と
し
て
年
度
末
に

一
回
開
催
。
今
回
の
外
部
委
託

の
件
は
話
し
て
い
な
い
。

 

教
育
委
員
会
へ
は
説
明

し
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長 

５
月
定
例
教
育

委
員
会
の
中
で
少
し
触
れ
た
。

 

外
部
委
託
に
つ
い
て
審

議
す
る
必
要
は
な
い
と
教
育
長

は
判
断
し
た
の
か
。

教
育
長 

運
営
委
員
会
は
ソ
フ

ト
的
な
も
の
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
外
部
委
託
等
に
つ
い

て
は
、
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。

 

佐
渡
市
教
育
大
綱
基
本

方
針
に「
地
場
産
物
の
使
用
拡

大
を
目
指
し
、学
校
給
食
を
生

き
た
食
材
の
教
材
」と
あ
る
が
、

地
場
産
物
の
使
用
拡
大
の
具
体

的
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長 

佐
渡
市
地
産
地
消
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
市
長
部
局

と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

野
菜
使
用
率
・
水
産
物
使
用
率

が
30
％
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

 

食
育
は
乳
幼
児
期
か
ら

高
齢
者
ま
で
つ
な
が
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
。
学
校
給
食
で
の

食
育
の
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長 

全
て
の
学
校
で
栄
養

教
諭
、
栄
養
士
と
学
級
の
指
導

者
で
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

 

教
育
委
員
会
・
栄
養
教

諭
・
栄
養
士
・
生
産
者
・
食
材

取
扱
業
者
等
が
連
携
を
密
に

し
、
献
立
作
成
や
食
育
に
つ
い

て
協
議
す
る
体
制
、
例
え
ば
献

立
作
成
委
員
会
等
の
設
立
が
学

校
給
食
の
地
産
地
消
の
強
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長 

食
育
に
関
す
る
メ
ニ

ュ
ー
の
部
分
は
今
後
と
も
検
討

が
必
要
。
な
か
な
か
上
が
ら
な

い
地
産
地
消
の
部
分
も
含
め
た

中
で
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
か
な
と
思
う
。

 

収
穫
で
き
る
も
の
に
合

わ
せ
て
３
か
月
前
に
献
立
の
検

討
が
必
要
。
地
産
地
消
の
拡
大

政
策
を
し
っ
か
り
行
う
べ
き
で

あ
る
。
考
え
を
問
う
。

 

地
産
に
合
わ
せ
た
献
立

づ
く
り
の
方
向
に
も
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
産
地

消
促
進
の
た
め
の
地
域
商
社
的

な
機
能
と
い
う
こ
と
を
組
み
立

て
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

佐
渡
市
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
名
乗
り
を

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環

　
　
　

地
産
地
消
の
拡
大
を

室
岡
　
啓
史
　
議
員

上
杉
　
育
子
　
議
員
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市
に
つ
い
て
は
、
応
募
要
件
や

既
に
選
定
さ
れ
た
自
治
体
の
取

り
組
み
等
も
研
究
し
た
上
で
判

断
し
て
い
き
た
い
。

 

去
る
６
月
に
成
立
し
た

棚
田
地
域
振
興
法
。
佐
渡
棚
田

協
議
会
の
７
つ
の
棚
田
を
離
島

の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
新
潟
県

へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
棚
田
地
域
振

興
法
の
利
活
用
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

８
月
に
棚
田
地
域
の
振

興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
佐
渡
棚
田

協
議
会
を
中
心
に
各
棚
田
地
域

で
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
具
体

的
な
検
討
を
進
め
る
予
定
。

 

地
域
づ
く
り
へ
の
地
域

防
災
マ
ッ
プ
の
利
活
用
に
つ
い

て
問
う
。
今
年
度
、
地
域
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
域
説
明
会

14
回
に
つ
い
て
実
施
が
完
了
し

た
状
況
。
地
域
防
災
力
を
高
め

る
た
め
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に

つ
い
て
学
ぶ
佐
渡
学
の
機
会
と

 

６
月
18
日
の
新
潟
・
山

形
地
震
に
お
け
る
市
の
対
応
に

つ
い
て
。
気
象
庁
の
津
波
注
意

報
発
表
か
ら
避
難
指
示
の
発
令

に
時
間
差
が
あ
っ
た
点
や
、
避

難
所
の
鍵
が
開
い
て
い
な
い
等

の
市
民
の
声
が
あ
っ
た
点
を
踏

ま
え
、
ど
の
よ
う
に
検
証
し
対

応
し
て
い
く
方
針
か
。

 

津
波
に
係
る
避
難
情
報

は
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
変
更

し
気
象
庁
か
ら
の
警
報
・
注
意

報
と
連
動
し
て
直
ち
に
発
令
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
避
難
場
所
・
方
法

に
つ
い
て
、
地
域
防
災
マ
ッ
プ

を
活
用
し
継
続
的
に
周
知
啓
発

す
る
こ
と
で
市
民
の
不
安
を
取

り
除
い
て
い
き
た
い
。

 
10
月
よ
り
幼
児
教
育
の

無
償
化
が
始
ま
る
。
国
の
制
度

で
給
食
費
は
無
償
化
の
対
象
外

な
の
で
、
市
の
支
援
を
継
続
し

て
保
護
者
負
担
が
決
し
て
増
え

な
い
よ
う
求
め
た
が
ど
う
か
。

 

お
か
ず
等
の
副
食
費
を

独
自
施
策
と
し
て
市
が
負
担
す

る
た
め
の
補
正
予
算
を
今
回
計

上
し
た
。
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
に
必
要
と
判
断
し
た
。

 

こ
れ
ま
で
あ
い
ま
い

だ
っ
た
の
で
今
回
決
着
を
つ
け

る
。
市
と
し
て
幼
児
教
育
を
担

当
す
る
部
署
は
ど
こ
か
。

 

子
ど
も
に
対
す
る
育
成
、

養
育
と
い
う
面
で
は
子
ど
も
若

者
課
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

自
然
豊
か
な
佐
渡
に

あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
幼
児
教

育
を
行
う
の
か
と
い
う
指
針

は
、
ど
こ
で
つ
く
り
上
げ
進
め

て
い
く
の
か
。

子
ど
も
若
者
課
長 

佐
渡
の
子
ど

も
た
ち
に
関
す
る
こ
と
は
当
課

で
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 

そ
う
で
あ
れ
ば
現
状
の

子
ど
も
若
者
課
の
体
制
で
は
不

足
と
考
え
る
の
で
、
充
実
が
必

要
で
は
な
い
か
。

 

現
状
で
足
り
て
い
る
と

思
っ
て
い
な
い
の
で
、
課
の
人

数
の
割
り
振
り
も
含
め
、
全
体

的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

公
共
施
設
の
更
新
、
統

廃
合
、
長
寿
命
化
を
計
画
的
に

行
う
た
め
の
具
体
的
な
方
針
が

い
ま
だ
に
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
進
捗
を
問
う
。

 

個
別
施
設
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
１
次
評
価
・
２

次
評
価
ま
で
終
了
し
、
市
の
考

え
方
と
し
て
計
画
案
を
ま
と
め

た
。 

デ
ー
タ
に
よ
る
客
観
的

判
断
の
１
次
評
価
を
基
に
、
市

民
の
声
な
ど
反
映
さ
せ
た
政
策

的
判
断
が
２
次
評
価
と
認
識
し

て
い
る
。
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
て
つ
く
り
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

企
画
課
長 

市
民
の
意
見
を
全

て
伺
っ
て
い
な
い
の
で
、
意
見

交
換
し
な
が
ら
２
次
評
価
を
そ

の
都
度
改
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

今
後
の
日
本
に
お
い
て

医
療
従
事
者
で
一
番
不
足
す
る

の
が
介
護
職
員
だ
。
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２

５
年
に
は
２
４
４
万
人
が
必
要

と
な
り
、
こ
の
10
年
で
70
万
人

の
増
員
が
必
要
だ
が
、
日
本
人

介
護
人
材
の
み
で
は
約
40
万
人

だ
。
佐
渡
全
体
で
ど
れ
く
ら
い

介
護
人
材
が
不
足
し
て
い
る

か
、調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

高
齢
福
祉
課
長 

昨
年
状
況
調
査

を
実
施
し
た
が
、
詳
細
な
分
析

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

 

佐
渡
全
体
の
介
護
職
員

人
材
育
成
計
画
を
作
る
べ
き

だ
。
人
材
が
不
足
す
る
中
、
ス

マ
イ
ル
赤
泊
と
佐
渡
総
合
病
院

に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
９
人
の
外
国

人
技
能
実
習
生
が
入
っ
た
。
今

後
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の
実

習
生
が
増
え
て
く
る
と
思
う
。

市
長
は
、
次
期
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

に
外
国
人
材
の
受
入
れ
と
育
成

を
明
記
す
べ
き
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

 

介
護
人
材
の
み
な
ら
ず
、

一
次
産
業
等
に
対
し
て
も
外
国

人
の
受
入
れ
を
進
め
て
い
く
か

組
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

 

実
習
生
は
日
本
語
教
育

施
設
や
日
本
語
の
授
業
を
受
け

た
い
と
願
っ
て
い
る
。
官
民
あ

げ
て
の
支
援
策
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

そ
の
部
分
は
ち
ゃ
ん
と

環
境
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

 

平
成
27
年
度
末
に
策
定

さ
れ
た
佐
渡
市
医
療
構
想
を
見

直
す
べ
き
だ
。
人
口
推
計
と
病

院
別
入
院
患
者
数
は
計
画
通
り

に
進
ん
で
い
な
い
。
現
状
と
の

差
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

藤
木
副
市
長 

当
然
だ
が
、
刻
一

刻
と
医
療
情
勢
は
変
わ
っ
て
い

る
の
で
適
宜
動
い
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

 

例
え
ば
市
医
療
構
想
で

は
２
０
３
５
年
に
予
測
さ
れ
る

羽
茂
病
院
入
院
患
者
数
を
１
万

３
９
０
５
人
と
見
て
い
る
が
、

平
成
30
年
で
既
に
１
万
５
２
６

人
と
推
計
を
下
回
っ
て
い
る
。

市
内
医
療
資
源
の
機
能
集
約
を

す
べ
き
だ
が
い
か
が
か
。

 

厚
生
連
と
公
立
病
院
の

役
割
分
担
を
し
、
最
終
形
を
描

く
作
業
は
確
実
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ス
マ
イ

ル
赤
泊
で
働
く
外
国
人
技
能
実

習
生
。
出
身
国
は
ベ
ト
ナ
ム

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

　
宇
治
　
沙
耶
花
　
議
員

山
田
　
伸
之
　
議
員

市
民
の
声
を
聞
く
施
策
を

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
と

医
療
構
想
の
見
直
し
を


